
須
崎
公
衆
ト
イ
レ
完
成

本
年
5
月
よ
り
建
設
着
工
を
し
て
お
り
ま
し

た
「
須
崎
公
衆
ト
イ
レ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

24
日
か
ら
使
用
開
始
を
し
ま
し
た
。

こ
の
ト
イ
レ
は

全
て
洋
式
で
す
。

右
側
が
男
性
用
、

左
側
に
女
性
用
の

入
口
が
あ
り
、

中
央
は
車
椅
子
の

方
が
利
用
で
き
る

様
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
つ
も
、
あ
り
が
と
う

須
崎
バ
ス
停
ロ
ー
タ
リ
ー
の
周
辺
や
築
城
石

園
内
を
、
元
区
長
の
宇
野
勝
美
さ
ん
が
何
時
も

と
て
も
き
れ
い

に
清
掃
を
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

感
謝
い
た
し
ま

す
。
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６

題字:梅田弥祐先生

幼
き
頃
の
思
い
出

文
化
・
厚
生
担
当

森

豊
春
（
平
治
）

先
日
、
古
文
書
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
考
古
学
の
先
生
方
の
作

業
現
場
に
立
ち
会
う
機
会
が
あ
っ
た
。
漁
民
会
館
に
お
い
て
、
須

崎
に
江
戸
時
代
よ
り
伝
わ
っ
て
い
る
「
古
文
書
」
を
資
料
と
し
て

残
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
折
に
、
代
々
残

さ
れ
て
き
た
「
古
文
書
」
を
初
め
て
見
た
。
下
田
市
教
育
委
員
会

と
名
が
あ
る
Ａ
４
版
茶
封
筒
の
中
に
丁
寧
に
整
理
・
保
管
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
中
の
一
つ
、
二
つ
の
中
身
を
少
し
だ
け
見
て
み
た
が
、

か
な
り
の
年
代
物
で
あ
る
こ
と
が
一
目
で
分
か
る
程
古
い
物
で
あ
っ

た
。
作
業
を
さ
れ
て
い
る
大
学
の
先
生
方
に
聞
い
て
み
る
と
、

「
歴
史
的
な
価
値
が
高
く
、
と
て
も
貴
重
な
物
で
あ
る
こ
と
」

「
代
々
、
こ
れ
だ
け
き
ち
ん
と
文
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
物
は
、

と
て
も
珍
し
く
貴
重
で
あ
る
こ
と
」
等
々
の
答
え
で
あ
っ
た
。
改

め
て
、
大
切
に
守
り
つ
な
い
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、

気
付
か
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
。

こ
の
作
業
を
見
な
が
ら
壁
に
目
を
や
る
と
、
須
崎
の
海
岸
沿
い

の
昔
の
風
景
や
夏
祭
り
の
様
子
を
写
し
た
写
真
が
目
に
つ
い
た
。

こ
れ
を
見
て
、
幼
い
頃
の
、
自
分
の
中
の
夏
の
『
風
物
詩
』
が
頭

の
中
に
浮
か
ん
で
き
た
。
「
し
お
あ
び
（
海
水
浴
）
」
「
夏
祭
り
」

「
盆
踊
り
」｢

お
金
拾
い｣

で
あ
る
。
昭
和
３
０
年
代
後
半
、
周
り

が
少
し
ず
つ
豊
か
に
な
り
始
め
た
頃
で
あ
る
。
半
世
紀
以
上
も
前

の
こ
と
な
の
で
、
記
憶
は
お
ぼ
ろ
げ
で
あ
る
が
・
・
・
・
。

越
瀬
の
浜
、
西
条
西
は
じ
前
の
防
波
堤
、
三
ツ
島
な
ど
で
よ
く

泳
い
だ
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
港
の
中
に
は
大
型
の
漁
船
や
小
型

の
運
搬
船
が
、
つ
な
ぎ
止
め
て
あ
っ
た
。
そ
の
船
に
上
り
、
高
い

所
か
ら
飛
び
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
小
学
校
一
、
二
年
生
の
頃
は

泳
ぎ
が
未
熟
だ
っ
た
の
で
、
五
、
六
年
の
上
級
生
が
周
囲
を
囲
ん

で
く
れ
、
西
は
じ
前
の
防
波
堤
か
ら
赤
島
ま
で
泳
い
だ
こ
と
も
記

憶
し
て
い
る
。
小
学
校
低
学
年
に
は
と
て
も
長
い
距
離
に
感
じ
た

が
、
上
級
生
に
励
ま
さ
れ
、
ど
う
に
か
泳
ぎ
き
っ
た
。
先
輩
方
に

は
、
よ
く
い
じ
ら
れ
た
り
も
し
た
が
、
結
構
遊
ん
で
貰
い
、
面
倒

も
よ
く
見
て
貰
っ
た
と
思
う
。
学
年
が
上
が
る
と
、
磯
崎
や
小
白

浜
、
松
下
へ
も
出
掛
け
て
行
っ
て
よ
く
泳
い
だ
。
当
時
、
大
間
は

「
潮
の
流
れ
が
速
く
、
す
ぐ
流
さ
れ
る
の
で
泳
い
で
は
い
け
な
い
」

と
、
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
。
小
白
浜
・
松
下
か
ら
越
瀬
・
三
ツ
島
、

港
の
中
が
自
分
の
海
水
浴
場
で
あ
っ
た
。
防
災
の
関
係
で
、
港
が

埋
め
立
て
ら
れ
、
港
の
中
で
泳
ぐ
人
は
な
く
。
大
間
が
海
水
浴
場

に
な
っ
て
い
る
現
在
、
半
世
紀
以
上
前
が
と
て
も
懐
か
し
く
思
え

て
く
る
。

「
ダ
ラ
ダ
ラ
」
と
思
い
つ
く
ま
ま
を
書
い
て
し
ま
い
紙
面
が
な

く
な
っ
て
き
た
の
で
、
「
夏
祭
り
」
「
盆
踊
り
」
「
お
金
拾
い
」

は
、
又
、
機
会
を
頂
い
た
と
き
に
書
か
せ
て
貰
う
こ
と
と
し
た
い
。

八
月
の
実
施
行
事

4
日(

水)

古
着
回
収
／
6
日(

金)

回
覧
日
、

7
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

〃

新
盆
供
養
（
水
向
い
）

8
日(

日)

【
山
の
日
】

五
輪
閉
会
式

9
日(

月)

【
振
替
休
日
】

11
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

12
日(

木)

区
協
議
会
定
例
会

14
日(

土)

お
盆
迎
え
～
16
日(

月)

お
盆
送
り

18
日(

水)

古
着
回
収

20
日(

金)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

22
日(

日)

九
十
浜
海
水
浴
場
の
終
了

24
日(

火)

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式

25
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

26
日(

木)

浜
崎
小
始
業
式

31
日(

火)

市
特
定
健
診
中
止
（
12
月
に
延
期
）

九
月
の
予
定
行
事

1
日(

水)

古
着
回
収

3
日(

金)

回
覧
日
、

4
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

〃

資
源
回
収
／
ク
リ
ー
ン
作
戦
中
止

5
日(

日)

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
会
式

8
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

9
日(

木)

区
協
議
会
定
例
会

10
日(

金)

が
ん
検
診
中
止
（
12
月
に
延
期
）

15
日(

水)

古
着
回
収

17
日(

金)

回
覧
日
、

18
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

20
日(

月)

【
敬
老
の
日
】
市
敬
老
会

中
止

23
日(

木)

【
秋
分
の
日
】

〃

ジ
オ
ガ
シ
・
ツ
ア
ー(

会
館
使
用)

24
日(

金)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

十
月
の
予
定
行
事

1
日(

金)

回
覧
日
、

2
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

5
日(

火)

わ
ら
い
の
輪

6
日(

水)

古
着
回
収

8
日(

金)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

13
日(

水)

下
田
安
全
運
転
管
理
者
講
習
会
①

14
日(

木)

下
田
安
全
運
転
管
理
者
講
習
会
②

〃

区
協
議
会
定
例
会

15
日(

金)

漁
協
水
産
祭
り

16
日(

土)

両
神
社
秋
の
例
大
祭

〃

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

20
日(

水)

古
着
回
収

22
日(

金)

回
覧
日

24
日(

日)

参
議
院
県
選
出
補
欠
選
挙
投
票
日

26
日(

火)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

須
崎
で
見
ら
れ
る
野
鳥

丑
嶋

久
雄

５
、
ト
ビ
（
鳶
・
ト
ン
ビ
）

「
飛
べ
飛
べ
ト
ン
ビ
空
高
く
・
・
・
」

童
謡
の
一
節
で
す
が
、
須
崎
に
は
こ
の

ト
ン
ビ
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

電
線
に
と
ま
っ
た
り
、
水
た
ま
り
で

水
を
飲
ん
で
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま

す
が
、
近
づ
く
と
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど

大
き
く
、
羽
を
広
げ
る
と
160
㎝
程
に
な

り
ま
す
。
視
力
が
非
常
に
良
い
の
で
、

ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ロ
と
鳴
き
な
が
ら
上
空
か

ら
獲
物
を
見
つ
け
て
急
降
下
、
鼠
，
蛙
、

蛇
な
ど
の
小
動
物
を
捕
獲
し
ま
す
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
か
け
て
広
く
分
布
し
ま
す

が
、
日
本
で
は
、
九
州
以
北
に
留
鳥
と

し
て
棲
息
し
て
い
ま
す
。

山
地
林
、
市
街
地
、
農
耕
地
、
海
岸

な
ど
、
様
々
な
場
所
に
棲
み
、
樹
上
で

生
活
し
て
い
ま
す
。

他
の
勇
猛
な
タ
カ
類
に
比
べ
、
残
飯

や
死
骸
を
あ
さ
る
こ
と
が
多
い
事
か
ら
、

タ
カ
類
の
中
で
は
一
段
低
く
み
ら
れ
る

印
象
が
あ
り
、
そ
れ
が
、

「
鳶
が
鷹
を
生
む
」
と
い
う
”
平
凡
な

親
か
ら
優
れ
た
子
が
生
ま
れ
る
諺
”
の

由
来
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
夕
焼
け
空
が

マ
ッ
カ
ッ
カ

ト
ン
ビ
が
く
る

り
と
輪
を
描
い

た
・
・
・
」

こ
の
歌
も
懐
か

し
い
で
す
ね
。

い
の
し
し
ニ
ュ
ー
ス

八
月
の
捕
獲
情
報

2
日
（
月
）
は
こ
罠

1
頭
７
０
㌔
オ
ス

御
台
場
の
奥
屋
の
ミ
カ
ン
畑
に
て

3
日
（
火
）
括
り
罠

1
頭
８
０
㌔
オ
ス

爪
木
田
ノ
浦
道
の
途
中
の
竹
藪
に
て

4
日
（
水
）
括
り
罠

1
頭
４
０
㌔
メ
ス

蜂
山
上
の
与
仁
の
畑
の
寄
せ
に
て

17
日
（
火
）
は
こ
罠

1
頭
１
５
㌔
メ
ス

御
用
邸
側
ご
ん
太
の
奥
側
に
て

22
日
（
日
）
括
り
罠

1
頭
７
０
㌔
オ
ス

爪
木
田
ノ
浦
道
の
途
中
の
竹
藪
に
て

24
日
（
火
）
は
こ
罠

1
頭
６
㌔
オ
ス

川
上
の
藪
六
の
畑
に
て

25
日
（
水
）
は
こ
罠

1
頭
５
㌔
オ
ス

法
円
寺
横
の
ぶ
佳
男
氏
の
畑
に
て

26
日
（
木
）
は
こ
罠

1
頭
３
０
㌔
メ
ス

須
崎
御
用
邸
内
に
て

～
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
～

《
八

月
》

8
日

小
澤

ふ
さ
子
さ
ん

１
０
０
歳
（
番
匠
屋
）

29
日

土
屋

誠
眞
さ
ん

８
０
歳
（
誠
屋
）

ご意見募集

市、区などへの
ご意見、ご要望
ご提言、ご質問

身近な話題

「わが家の自慢」
何でも結構です
お寄せ下さい。

須崎協議会事務所
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海
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
、
そ
の
美
し
い
海
を
守
れ
る
人
に

浜
崎
小
学
校
校
長

菊
池

正
仁

二
十
六
日
か
ら
浜
崎
小
学
校
の
二
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
皆
様
ご
存
知
の
通
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
形
を
変
え
日
本
中
に

広
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
集
団
行
動
を
伴
う
学
校
生
活
を
考
え
る
と
手
放
し
で
は
喜
べ

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
始
業
式
も
、
一
堂
に
会
す
る
こ
と
な
く
校
内

放
送
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
子
供
た
ち
に
は
次
の
よ
う
な
内
容
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

「
こ
の
夏
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
て
心
動
か
さ
れ
た
人
も
た
く
さ
ん
い

る
か
と
思
い
ま
す
。
人
は
高
く
飛
び
上
が
る
と
き
、
体
を
低
く
沈
み
こ

ま
せ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
広
が
っ
て
い
る
今
は
、
体
を
低
く
す
る
と
き
で

す
。
窮
屈
で
苦
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
が
明
け
た
後
、

必
ず
体
を
大
き
く
伸
ば
す
時
が
来
ま
す
。
苦
し
く
我
慢
し
て
き
た
分
、

必
ず
高
く
飛
び
上
が
り
大
き
な
喜
び
を
つ
か
め
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

日
ま
で
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
、
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
伝

え
ま
し
た
。

今
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
化
に
お
い
て
は
、
校
外
で
の
活
動
を
延
期

ま
た
は
中
止
と
し
ま
し
た
。
九
月
の
初
旬
に
計
画
し
て
い
た
各
学
年
の

海
の
活
動
も
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
地
区
の
海
は
宝
で
す
。

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
で
き
な
い
こ
と
は
残
念
で
す
が
、
こ
の
海
は

な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
機
会
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、

別
の
良
さ
を
見
つ
け
る
こ
と
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
海
の
そ
ば
で
育
ち
ま
し
た
。
雨
の
日
以
外
は
朝
起
き
て
砂
浜
を

ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
か
ら
朝
食
を
と
り
学
校
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
お

か
げ
も
あ
っ
て
か
か
な
り
走
力
が
つ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
夏
に
は
、

海
で
泳
ぎ
、
貝
を
獲
っ
た
り
、
テ
グ
ス
だ
け
も
っ
て
磯
で
釣
り
を
し
た

り
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
海
の
す
ば
ら
し
さ
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。

故
郷
を
誇
り
に
思
え
る
心
を
育
て
る
た
め
に
も
、
子
供
た
ち
に
は
そ
う

し
た
体
験
す
る
機
会
を
作
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
「
二
〇
五
〇
年
に
は
魚
よ
り
海
の
ご
み
の
ほ
う
が
多
く

な
る
」
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
ま
し
た
。
海
の
生
き
物
の
体
内
か
ら
大

量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
出
て
い
る
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
た
の
か
と
驚
き
で
し
た
。
日
本
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
排
出
量
の
割
合
は
全
体
の
三
〇
位
で
先
進
国
の
中
で

は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
多
さ
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
を
減
ら
す
の
は
、

「
ご
み
の
持
ち
帰
り
と
決
め
ら
れ
た
場
所
で
処
分
す
る
こ
と
」

「
ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。

「
自
分
一
人
く
ら
い
な
ら
」
と
つ
い
つ
い
ポ
イ
捨
て
し
て
し
ま
い
そ
う

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
大
好
き
な
と
こ
ろ
大
切
な
と
こ

ろ
、
誇
り
に
思
う
と
こ
ろ
な
ら
、
自
ら
汚
そ
う
と
い
う
思
い
に
は
な
ら

な
い
は
ず
で
す
。
そ
の
一
つ
が
「
海
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
美
し
い
海
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
え
る
子
供
た
ち

を
地
区
の
皆
さ
ま
と
共
に
育
て
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

二
学
期
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

須
崎
の
歴
史
を
訪
ね
て
・
・
・
【
久
七
の
漂
流
】

「
鳥
島
漂
着
物
語
（
小
林
郁
著
）
」
よ
り
抜
粋
⑤

天
明
５
年(

１
７
８
５
年)

～
寛
政
２
年(

１
７
９
０
年)

漂
流
船
３
隻
の
事

「
～
一
次
遭
難
～
」

天
明
５
年
、
土
佐
国
松
屋
儀
七
船

乗
組
５
人
船
頭(

船
主)

儀
七
、

親
爺(

航
海
長)
、
水
主(

カ
コ)

長
平
24
才
、
水
主
長
六
20
才
、
炊(

カ

シ
キ)

甚
平
10
代
で
あ
る
。
こ
の
日
船
頭
儀
七
は
陸(

オ
カ)

で
取
引
が

あ
り
下
船
し
四
国
の
別
の
湊
に
風
待
ち
の
為
４
人
に
回
航
さ
せ
た
。

天
明
５
年
１
月
29
日
の
晩(
四
国
安
芸
市
沖)

大
西
風
が
吹
き
起
り
漂

流
し
た
。
２
月
13
日(

14
日
間)

に
鳥
島
に
漂
着
し
た
。
流
さ
れ
た
４

人
の
内
、
長
平
以
外
の
３
人
は
天
明
７
年
ま
で
に
死
亡
し
た
。

死
亡
の
原
因
は
大
鳥
の
干
物
だ
け
食
べ
洞
窟
で
休
ん
で
、
歩
い
て
貝

や
魚
取
り
を
し
な
い
の
で
歩
か
な
か
っ
た
、
と
長
平
は
悟
っ
た
。

次
の
漂
流
者
が
来
る
ま
で
１
人
で
３
年
間
暮
ら
し
た
が
、
火
打
石
は

な
く
食
べ
る
も
の
は
全
て
生
で
食
べ
た
。

「
～
二
次
遭
難
～
」

天
明
８
年(

１
７
８
８
年)

大
阪
備
前
屋
亀
次
郎
船
、
８
百
石
積
回

船
乗
組
み
11
人
、
船
頭
儀
三
郎
34
才
肥
前
国(

佐
賀
県)

、
船
頭
忠
八

37
才
陸
奥
国(

宮
城
県)

、
楫
取
久
七
42
才(

伊
豆
国
須
崎)

、
水
主
市

之
丞
42
才
能
登
国(

石
川
県)

、
水
主
長
兵
衛
25
才
加
賀
国(
石
川
県)

、

水
主
吉
蔵
25
才
江
戸
深
川
、
水
主
清
蔵
25
才
出
雲
国(

島
根
県)

、
水

主
松
兵
衛
30
才
大
阪
木
津
川
、
水
主
三
之
助
19
才
陸
奥
国
八
戸(
青
森

県)

、
水
主
五
兵
衛
47
才
肥
前
国(

佐
賀
県)

、
炊(

カ
シ
キ)

由
蔵
15
才

越
後
国(

新
潟
県)

日
本
各
地
か
ら
の
人
の
集
ま
り
で
あ
る
。

船
頭
が
２
人
い
る
が
儀
三
郎
は
元
か
ら
の
船
頭
、
忠
八
は
東
国
に
航

海
が
慣
れ
た
者
な
の
で
乗
り
込
ま
せ
た
。
楫
取
久
七
は
須
崎
屋
号

「
宇
右
」
出
身
で
あ
り
楫
取
り
は
船
頭
に
次
ぐ
重
要
な
役
職
で
あ
る
。

屋
号
「
宇
右
」
に
は
宇
右
衛
門
と
云
う
兄
が
い
た
。
代
々
名
乗
っ

た
の
で
屋
号
が
つ
い
た
。
久
七
は
家
の
隣
が
鍛
冶
屋
な
の
で
見
ま
ね

で
鍛
冶
が
出
来
た
、
と
書
か
れ
て
い
る
が
「
宇
右
」
の
近
所
に
鍛
冶

屋
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
・
・
・

「
～
新
事
実
発
見
～
」

筆
者
は
本
年
お
盆
に
藪
六
家
を
訪
問
し
た
。
土
屋
長
一
氏
に
鳥
島

漂
着
物
語
の
文
中
に
「
宇
右
の
久
七
は
幼
い
頃
、
近
所
の
鍛
冶
屋
の

技
術
を
見
て
育
っ
た
」
と
あ
る
、
土
屋
家
の
歴
史
を
聞
い
た
。

土
屋
家
の
過
去
帳
に
依
れ
ば
江
戸
前
期
よ
り
須
崎
に
住
み
、
最
初

の
先
祖
は
西
条
「
宇
右
」
の
前
で
鍛
冶
屋
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
下

条
の
現
在
「
浪
花
屋
」
に
移
り
、
明
治
以
降
に
現
在
地
に
定
住
し
て

い
る
と
家
に
は
伝
わ
っ
て
い
る
、
と
聞
い
た
。

菩
提
寺
も
旭
洞
院
（
西
寺
）
で
あ
る
の
も
頷
け
る
。

久
七
は
鳥
島
で
12
年
間
生
き
て
い
た
が
、
漂
流
者
全
員
で
死
ん
で

も
良
い
の
で
「
日
の
本
」
に
帰
る
と
決
め
船
造
り
を
始
め
た
。
何
年

も
か
け
て
漂
流
板
木
を
集
め
た
。
久
七
は
幼
少
の
頃
に
見
た
鍛
冶
屋

の
技
術
を
覚
え
て
い
て
「
フ
イ
ゴ
」
を
作
り
、
破
船
の
錨
や
古
釘
を

集
め
て
鉄
を
溶
か
し
て
新
し
い
船
釘
を
作
っ
た
。
久
七
の
此
の
技
術

が
無
け
れ
ば
島
か
ら
脱
出
し
て
帰
れ
ず
物
語
も
生
れ
な
か
っ
た
。

「
伊
豆
の
久
七
」
と
「
藪
六
の
鍛
冶
屋
」
は
須
崎
の
誇
り
で
あ
る
。

久
七
一
行
は
12
月
８
日
神
奈
川
三
崎
湊
を
出
帆
、
房
総
半
島
を
回

り
九
十
九
里
沖
を
北
上
し
そ
の
夜
犬
吠
埼
沖
合
で
強
い
北
風
と
波
は

高
く
雪
交
じ
り
の
大
時
化
と
な
っ
た
。
次
の
日
あ
ま
り
の
強
風
に
帆

柱
を
切
り
倒
し
、
全
員
髪
を
切
っ
て
神
仏
に
助
命
を
祈
願
し
た
。

11
人
は
鳥
島
に
漂
着
す
る
前
に
小
笠
原
ま
で
流
さ
れ
た
が
、
風
の
吹

き
方
が
変
わ
り
南
風
と
な
り
船
は
北
へ
と
向
か
っ
た
。

天
明
８
年
１
月
31
日
漂
流
す
る
こ
と
53
日
に
も
及
び
鳥
島
に
漂
着
し

た
。
島
で
の
生
活
が
始
ま
り
２
月
３
日
楫
取
り
久
七
が
釣
り
竿
１
本

と
作
る
材
料
（
茅
）
が
違
う
「
草
履
」
を
見
つ
け
た
が
「
如
何
な
る

者
が
住
ん
で
い
る
の
か
」
一
同
は
恐
ろ
し
く
な
り
心
細
か
っ
た
が
天

明
５
年
に
流
れ
着
い
た
長
平
で
あ
っ
た
。
長
平
は
仲
間
３
人
は
死
に

一
人
で
１
年
５
ヶ
月
を
生
き
抜
い
て
き
た
。
「
こ
こ
は
無
人
島
で
あ

り
穀
物
も
な
く
、
自
分
は
魚
と
鳥
で
露
命
を
つ
な
い
で
き
た
」
と
語
っ

た
。
水
は
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
卵
の
殻
に
た
め
て
い
た
。
新
参
の
11
人
に

ア
ホ
ウ
ド
リ
を
捕
ま
え
て
捌
い
て
食
べ
さ
せ
た
。
包
丁
は
釘
で
作
っ

た
小
刀
で
あ
っ
た
。
鳥
を
料
理
す
る
の
に
火
打
石
で
火
を
起
し
た
が
、

長
平
は
３
年
振
り
で
火
を
見
た
、
そ
の
間
は
生
で
食
べ
て
い
た
。

洞
窟
生
活
に
馴
染
ん
だ
頃
「
日
本
は
北
西
の
方
角
に
あ
る
、
日
本
を

慕
う
も
の
は
北
西
に
住
む
べ
き
、
こ
こ
は
東
南
の
隅
な
の
で
方
角
が

悪
い
。
」
12
人
は
北
西
に
小
屋
を
建
て
た
。
作
業
中
に
以
前
に
漂
着

し
た
者
の
洞
窟
を
発
見
し
た
。
生
き
て
日
本
に
帰
っ
た
者
達
が
残
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
吉
瑞
に
喜
ん
だ
。

洞
窟
の
中
に
は
船
釘
が
５
～
６
貫
（
20
㌔
）
も
残
さ
れ
て
い
た
。

先
輩
の
長
平
（
27
才
）
は
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
捕
え
方
、
漁
の
方
法
を
教

え
た
。
大
阪
船
の
11
人
（
２
回
目
漂
着
）
は
平
均
30
才
で
あ
り
前
向

き
な
生
活
を
始
め
た
。

発
見
し
た
洞
窟
は
、
前
回
徳
川
吉
宗
将
軍
に
謁
見
し
た
漂
流
者
が

住
み
、
残
し
た
も
の
で
あ
り
幕
府
は
鳥
島
の
記
録
も
残
し
て
い
る
が

こ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。

次
号
に
続
く

山
三

土
屋

磯
雄

〈８月の学校の様子〉

代表児童の発表も放送で行いました。

始業式の様子（各教室で行いました。）


